
株式会社 楠山設計青梅市新学校給食センター基本および実施設計委託 I-001省エネ・維持管理計画

(1)ZEBreadyの実現
・再生可能エネルギーを除き、基準一次エネルギー消費量か
ら、50％以上の一次エネルギー消費量削減を目指します。
・建物の断熱性能を向上させるため、窓サッシは複層Low-Eガラ
スを採用するなど高断熱化を図り、空調負荷を低減します。
(2)高効率で経済的な電気設備計画
・照明は40,000時間の耐久性がある高効率型照明LEDを採用す
ることで、球替え頻度を減らし、維持管理費を削減します。
・トイレや更衣室の照明は、人感センサーで点灯制御します。
・自動力率調整装置をキュービクルに設置し、電気の基本料金
の割引を最大15％受けることができる計画とします。
・変圧器は、従来の変圧器と比較し、効率が40％向上したトップ
ランナー(新効率型)変圧器を採用し、電気料金を削減します。
(3)電力デマンド低減と「デマンド監視」
・加熱調理機器は、同時使用を考慮し、蒸気式回転 、電気
式スチコン、ガス式フライヤーと、熱源を分散・併用させる
ことで、電力デマンドを縮減します。
・消毒機は運転時間の分散が可能なリレー運転方式を採用
し、午前のピークを越えないよう計画します。
(4)太陽光発電パネル設置による電気料金の縮減
・太陽光発電設備を活用し、ソーラーパネルを設置すること
で、CO₂を削減する計画とします。夏季日中の発電量が多い
時間はデマンドのピークカットが可能になります。【図1-1】
(5)太陽熱利用による給湯の検討
・真空ガラス管形太陽集熱器により太陽の熱でお湯をつくり
ます。【図1-2】
(6)高効率・省エネ型の空調・機械設備計画
・外気処理空調機は、作業時間が異なる調理室(午前)と洗浄
室(午後)の系統を分けて、省エネルギー化に配慮します。
・揚物・焼物・蒸し物調理室や和え物調理室等では湯気や排
熱は排気フードから効率よく排気することで調理エリア内
への拡散防止を図り空調負荷を縮減します。
・集中リモコン、中央監視装置にて空調・換気機器を制御で
きるシステムを構築することによる効率運転や事業者用事
務室での一括管理(発停や消灯)を行う計画とします。
・市専用部分と共用部分のエアコン、全熱交換機は、市職員
用事務室に集中リモコンを設置し、一括管理を行います。
・洗浄機のすすぎ工程に使用した高温で新鮮なお湯を、手前
の洗浄タンクに移動し、本洗浄に再利用します。水使用量
と、昇温に必要なエネルギーをそれぞれ27％削減します。

(1)給食提供に影響を与えない修繕・更新計画
・加圧給水ポンプはポンプ3台設置3台並列交互運転とし、
修繕・更新時やメンテナンス時でも給水の完全停止がな
いように計画します。
・給湯循環ポンプは2台設置し、故障や修繕・更新時でも給
湯供給できるように計画します。
・受水槽は85m3の2槽式水槽とすることにより、清掃時も給
水供給の停止が無い計画とします。【図5】
・屋上のタラップや庇への出入口を適切に設置し、修繕や更
新性に配慮した計画とします。

・環境に配慮し、電気式およびA重油に比べ低CO2となるガ
スボイラーを採用し。2階のボイラー室に設置します。
  他方式と比較してCO2排出量の削減を図ります。。
・ボイラーは2.5t×2台の分割設置とし、故障やメンテナンス
時も蒸気供給の完全停止が無いように計画します。【図6】
・ボイラーの排ガスを利用して給水予熱を行うエコノマイザ
ーを搭載した小型貫流ボイラーを採用し、省エネルギーを
図ります。
・蒸気設備には還水槽を設置し、回収可能な蒸気ドレンを
還水槽に戻すことで、加熱エネルギー(年間約8tCO2)の削
減を行い省エネルギー性に配慮します。
・蒸気配管(往管)は配管用炭素鋼鋼管(黒)、蒸気ドレン(還水
管)は防錆性に優れたステンレス鋼管を採用します。
・還水槽は、耐久性を考慮して、ステンレス製とします。

〈蒸気の維持管理・運用方法〉
・減圧弁はセパレータ組込型を採用します。ドレンや小さな
スケールを分離し、質の高い渇き蒸気を供給することで、
配管の腐食を防止します。還水管内のドレンを確実に回
収し、管内の残水を減らして配管の腐食を防止します。
・運用方法として、蒸気の給水バルブは前日のボイラー停止
後に閉止し、翌日の運転時にはゆっくりとバルブを開くよう
にお願いし、サインにて掲示します。そうすることで、配管
の急激な加温によるドレンの大量発生を抑制し、ウォータ
ーハンマーの防止・配管の腐食防止を図ります。

・カートや台車の衝突があり得る扉や壁には、破損防止材の
設置やステンレス板による補強を行い、不要な修繕が発生
することを防ぎます。【図3】
・給食エリア内床排水溝には、ステンレス製のグレーチング
蓋を設けた排水桝を計画し、調理後の清掃に配慮し、常に
床がドライな状況に保てる計画とします。
・給食エリア内床の排水溝は、蓋をはずして清掃が容易な構
造とすることで、清掃メンテナンスがしやすく、衛生が保て
るように配慮します。【図4】
・給食エリアの桝の内面はR付(曲面加工)とし、残渣等が溜
まりにくいものを採用します。
・調理エリアの床材を300mm巻き上げて巾木とすることで、
清掃しやすく耐久性の高い施設とします。
(2)効率的で維持管理しやすい設備機器
・機器の重要性等を選別し系統バルブを設け、故障時の修
繕が容易に行えるよう配慮します。
・負荷が大きく消耗しやすい設備については、耐久性の高い
製品やメンテナンス体制が充実している機種を選定します。
・空調の大容量システムにおいては、屋外ユニットを複数台
連結させる、空冷ヒートポンプビル用マルチを空調機を採
用し、1つの室外ユニット故障時でも、空調の完全停止を
回避しつつ、アクシデント時や、劣化で部分修繕する際の
影響範囲を小さくし、過剰な更新・修繕コストを削減します。
 (3)メンテナンスの少ないシステムの導入
・厨房除害施設の能力向上によりグリストラップを無くし、維
持管理の手間を減らします。
・空調機器はメンテナンスが容易で、ライフサイクルコスト縮
減に効果がある電気式空冷ヒートポンプエアコンとします。

水光熱費縮減のための方策

(1)維持管理しやすくするための建築的な工夫
・配管ピットを導入し、内空高さ(有効1.8m程度)を確保し維
持管理が行いやすい計画とします。【図2】

効率的で経済的な維持管理

(1)施設規模の適正化
・施設規模はコストに直結するため、今までの豊富な他施
設事例分析や諸室の使われ方を具体的に想定し、食数の
増減も想定に入れながら、計画の初期段階で施設規模の
適正化を図ります。
・凹凸の少ない整形な平面とすることで、躯体コストの縮減、外壁
比率の縮小、雨仕舞いの単純化等により建設費を縮減します。
・内外装とも使用材料は汎用品・標準品を採用することでコ
スト縮減と、将来の予備対応を可能とします。

(2)環境の見える化によるライフサイクルコストの縮減
・施設全体の使用電力が容易に確認できるようモニターを
設置し、エネルギー消費量の「見える化」を行い、従業員の
意識を啓発、省エネルギーを推進します。

イニシャルコストの縮減

修繕・更新や食数の増減のための工夫

庇へ
計画と新

・厨房機器本体・外装部は、耐久性に優れたオールステンレ
ス製のSUS430仕様とします。特に床面設置する部分は、
水廻りの耐久性やドライ運用での洗浄等も考慮して、より
耐腐食性が 高いSUS304仕様とします。
・熱風式の消毒保管機に収納するカートやコンテナのキャ
スターは耐摩耗性に優れ、高温による変形や溶解のない
耐熱仕様とし、部品交換頻度を抑えます。
・大型の調理設備機器等の出入りが可能な開口部高さ
2.5×2.5mのマシンハッチ（大型扉）を建物の南側と西側
外壁面に設置します。大型機器の交換の際にも、分割する
ことなく搬出入が行え、短期間での更新に配慮します。
・加熱調理機器、洗浄機などは厨房機器二重断熱構造によ
り輻射熱を抑えることで、働く人の環境を向上と省エネル
ギー化や高い熱効率、排熱利用の機器構造などで使用エ
ネルギー削減を図ります。

(1)耐久性の高い適材適所の材料検討
・給食、一般エリアの床の仕様や壁の仕上げ材は、耐久性が
高く、清掃の容易な製品を採用します。
・冷凍室の床は、低温でも防滑性に優れる厚膜型耐寒エポ
キシ樹脂系塗床とし、安全性に加え耐久性を確保します。
・外壁は塗装の中で耐候性の高いフッ素樹脂塗装を全面に
施すことで将来的な修繕費を抑えます。
・搬出入、配送・回収のプラットホーム付近は半たわみ舗装
とし、地盤沈下や車の停止・発進等による路面の磨耗や軽
微な沈下等に備えた計画とします。
・上部構造の鉄骨は柱及び梁をそれぞれ大臣認定取得の
冷間ロール成形鋼管とJIS規格品の厚延鋼材とし、高品質、
地震への粘り強さ、耐久性に配慮します。
・給水・給湯、蒸気ドレン(還水)菅は防錆性に優れたステンレ
ス鋼管を使用し耐用年数を長期化します。
・受水槽は耐食性・耐候性に優れ、衛生的なステンレス複合
パネルを採用します。
(2)耐久性の高い厨房機器、調理備品
・和え物室の食缶保管機は1台で熱風による消毒機能と冷
却機能を有する機能集約が図られた機器を選定します。　
冷却のための蓄冷材用冷凍庫や洗浄機などの付随する
機器が不要となり、スペースの効率化とコスト縮減効果を
図ります。

高耐久性の材料・器具等の導入

省エネで維持管理に配慮した蒸気設備計画

【図6】蒸気設備系統(イメージ)

【図1-1】太陽光発電パネル(イメージ)

【図2】配管ピットを採用し空間を確保(イメージ)

【図3】破損防止材(イメージ)

【図5】受水槽(イメージ)

【図4】掴みやすい取手(イメージ)
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